
令和2年度『近畿地区３拠点合同フォーラム』開催報告

「近畿地区３拠点合同フォーラム」は、全国にあるがんプロ
３拠点のうち、近畿地区にあるがんプロ３拠点が（大阪大学
拠点、近畿大学拠点、京都大が拠点）が、毎年拠点枠を超え
て合同で開催しているフォーラムです。
今年度のテーマは、
『履修する学生や医療従事者等のキャリアパス形成』で開催
しました。

開催日：令和2年9月18日15:30～17:10

場 所：オンライン会議形態（Zoom利用）
プログラム：

・開会の挨拶
・第Ⅰ部 特別講演
・第Ⅱ部 パネルディスカッション
・閉会の挨拶

【総合司会】
京都大学拠点
溝脇 尚志
（京都大学）

【開会の挨拶】
大阪大学拠点
長谷川 正俊

（奈良県立医科大学）

【開会の挨拶】
京都大学拠点
武藤 学
（京都大学）

【閉会の挨拶】
近畿大学拠点
中川 和彦
（近畿大学）

【ポスター】

共
催

■7大学連携個別化がん医療実践者養成プラン

■ゲノム世代高度がん専門医療人の養成

■高度がん医療を先導するがん医療人養成

近畿大学 大阪市立大学 神戸大学 関西医科大学 兵庫医科大学 大阪府立大学
神戸市看護大学

大阪大学 京都府立医科大学 奈良県立医科大学 兵庫県立大学 和歌山県立医科大学
大阪薬科大学 神戸薬科大学

京都大学 三重大学 滋賀医科大学 大阪医科大学 京都薬科大学

今回は、新型コロ
ナウイルス感染症
拡大の懸念からオ
ンラインで開催し
ました。



ディスカッション冒頭では、各拠点からテーマ
『履修する学生や医療従事者等のキャリアパス形
成』の現状の概要報告がありました。
その後に、第Ⅰ部特別講演者のがんプロ履修生の
方を含め、多職種多様なパネリストの方による
ディスカッションが始まり、様々な観点からの意
見交換が行われ、問題点や打開策等に注目しなが
ら議論が進行されました。

多種多様な医療関係機関、教育研究機関等で活躍されているがんプロ修
了生の方から、キャリアパス形成について、がんプロ履修時の取組例、
リソースの活用、修了生の立場からの課題等、様々な観点からの講演が
ありました。

第Ⅰ部 特別講演

（司 会 : 京都大学拠点）京都大学 医学研究科 放射線腫瘍学・画像応用治療学分野 講師 吉村 通央
（講演者1 : 大阪大学拠点）大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター 放射線腫瘍科主任 大平 新吾
（講演者2 : 近畿大学拠点）京都大学 医学研究科社会健康医学系専攻 専門職学位課程（MCRコース） 澤 兼士
（講演者3 : 京都大学拠点）京都大学 医学研究科 放射線腫瘍学・画像応用治療学分野 助教 宇藤 恵

（司 会 : 京都大学拠点） 三重大学 医学部附属病院がんセンター センター長 中瀬 一則
（パネリスト1 : 大阪大学拠点）大阪大学 医学系研究科 招聘教授 天野 富美夫
（パネリスト2 : 大阪大学拠点）大阪大学 医学系研究科 保健学専攻 特任助教 青木 美和
（パネリスト3 : 大阪大学拠点）大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター 放射線腫瘍科主任 大平 新吾
（パネリスト4 : 近畿大学拠点）関西医科大学 附属病院 緩和ケアセンター ゼネラルマネージャー 看護師長 佐久間 博子
（パネリスト5 : 近畿大学拠点）近畿大学 薬学部 教育専門部門 准教授 和田 哲幸
（パネリスト6 : 近畿大学拠点）京都大学 医学研究科社会健康医学系専攻 専門職学位課程（MCRコース） 澤 兼士
（パネリスト7 : 京都大学拠点）京都大学 医学研究科 腫瘍薬物治療学分野 准教授 金井 雅史
（パネリスト8 : 京都大学拠点）三重大学 医学系研究科 血液・腫瘍内科学分野 助教 伊野 和子
（パネリスト9 : 京都大学拠点）京都大学 医学研究科 放射線腫瘍学・画像応用治療学分野 助教 宇藤 恵

第Ⅱ部 パネルディスカッション

【大阪大学拠点】
（１段目左から）
天野 富美夫
青木 美和
大平 新吾

【近畿大学拠点】
（2段目左から）
佐久間 博子
和田 哲幸
澤 兼士

【京都大学拠点】
（3段目左から）
金井 雅史
伊野 和子
宇藤 恵

【司 会】
（京都大学拠点）

中瀬 一則

【司 会】
（京都大学拠点）

吉村 通央

【大阪大学拠点】
（講演者1）
大平 新吾

【近畿大学拠点】
（講演者2）
澤 兼士

【京都大学拠点】
（講演者3）
宇藤 恵


